
互いの体が住み家になる
～クラゲと深海生物の共同生活史～

　自分が子どものときには他の生物に助けて
もらい、成長後には他の生物の手助けをする。
深海でアカチョウチンクラゲがそんな生活を
送っていることがわかりました。
　極限環境生物圏研究センターのDhugal　
Lindsay技術研究主任らは、１９９７年より行
われた日本海溝域、相模湾、琉球諸島沖等で
の調査から得た生物標本と深海映像の総合的
な解析を行いました。その結果、アカチョウ
チンクラゲの表面には、これまで知られてい
たウミグモ類の他、ヨコエビ類や他のクラゲ
類の幼生などが付着していることを発見しま
した。逆にアカチョウチンクラゲの幼生は貝
の仲間である翼足類に付着して過ごすことが
わかっており、今回の結果と併せて生物間で
生息場所を提供しあう関係があることが明ら
かになりました。これまでの標本観察ではわ

からなかったことです。
　現在、大気中の二酸化炭素濃度の上昇によ
り海の酸性化が懸念されています。海の酸性
化は翼足類の持つ殻を溶かして翼足類を死滅
させると言われており、それがアカチョウチ
ンクラゲの死滅ひいてはヨコエビ類などアカ
チョウチンクラゲを住み家とする生物にとっ
ても危機となることが予想されています。高
度な映像機器を用いて深海という現場を観察
することで、生物の単純な分布だけではなく
幼生と成体での生息場所の違いといった高次
の情報を得ることができ、より実効的に気候
変動の影響を予測することができるようにな
ります。地球規模の問題となってきている海
の酸性化と温暖化によって、生物の相互作用
と種の多様性にどんな影響があるかを解明で
きるよう、さらに高度な調査を行える態勢を

強化したい、とLindsay技術研究主任は研究
を進めています。（極限環境生物圏研究センター／Ｙ）

「総延べ長83.3km、レガシーコア試料の移管完了！」
～世界三大コア保管庫として動き出す高知コアセンター～

　統合国際深海掘削計画（ＩＯＤＰ）では、これ
まで約４０年にわたって世界中で採取した深
海掘削試料（レガシーコア試料）の保管計画
を見直し、当機構が高知大学と共同運営する
高知コアセンターを新たに加え、レガシーコ
ア試料の保管の再整備を図ってきました。そ
の結果、太平洋・アジア・オセアニア海域と
インド洋全域で採取された総延べ長８３．３ｋｍ、
１．５ｍ長のコアケースで約１３万本分のコア試
料が１０月２９日高知コアセンターに移管されま

した。それを祝い当機構の加藤康宏理事長ら
多くの関係者出席のもと、「ＩＯＤＰレガシーコ
ア試料移管完了式」が取り行われました。式典
では、ＩＯＤＰ-ＭＩのＨａｎｓ Ｃｈｒｉｓｔｉａｎ Ｌａｒｓｅｎ
氏より加藤理事長へ最後のコア試料が無事手
渡されました。
　これにより、高知コアセンターは、米国テ
キサスＡ＆Ｍ大学、ドイツブレーメン大学と
並ぶ世界三大コア保管庫となり、名実共に地
球掘削科学における世界的拠点として、国内

外の研究者への試料提供等の科学支援活動を
開始しました。（高知コア研究所／K）

泥炭地の崩壊で二酸化炭素が増加する！
高精度な気候変動予測研究に新たな一歩

　地球温暖化により気温が上昇すると、冷帯
の泥炭地が崩壊し、二酸化炭素が大量に放出
されることがわかりました。これは地球環境
フロンティア研究センターの伊勢武史研究員
が行ったシミュレーション研究により得られ
た成果です。１０月１２日付のＮａｔｕｒｅ Ｇｅｏｓｃｉ
ｅｎｃｅ電子版に掲載されました。
　冷帯では、死んだ植物などの有機物は土壌
温度が低いためにあまり分解されず、炭素を
多く含んだ泥炭となって蓄積されていきます。
地球上の土壌には大気の２倍に相当する１５００
Ｇｔの炭素が含まれていますが、そのうちの
３０％は冷帯の泥炭地に蓄えられています。
　伊勢研究員は、この泥炭地が地球温暖化の
影響でどう変化するかを調べるため、泥炭地

の形成・崩壊の詳細なメカニズムを取り入れ
たモデルを開発し、シミュレーションを行い
ました。気温が４℃上昇した
場合の２０００年間の泥炭の変化
を計算したところ、数百年で
急激に分解が進み、８６％の土
壌炭素が減少しました。この
結果から、大気中の二酸化炭
素が大量に増加することがわ
かります。
　これまでの気候変動予測研
究ではこのような土壌炭素の
循環は考慮されていませんで
したが、それらをモデルに組み
込むことで、地球温暖化の予測

結果が大きく変わる可能性があります。
（地球環境フロンティア研究センター／Ｗ）

図．Ａ）泥炭地の断面構造。Ｂ）気温が４℃上昇した場合の泥炭地の変
化シミュレーション。泥炭を分解している微生物の働きを土壌の温度・
水分量から推定し、また泥炭の蓄積量から泥炭の厚みを計算し、それ
にともない土壌の温度・水分量が変わるという変化をシミュレーショ
ンの中で再現している。
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●第１１回全国児童「ハガキにかこう海洋の夢コンテスト」作品募集
　海について抱いている期待、夢をテーマとし、ハガキ、またはハガ
キ大の用紙に色つきで描いた絵やアイディアを募集します。上位入
賞者を夏休みに海洋調査船に乗って深海の世界を探るツアーへご
招待します。また、応募者全員に参加賞をプレゼントします。
応募資格：全国の小学生
募集期間：平成２０年１２月１日（月）～平成２１年１月３１日（土）（当日消印有効）
応募方法：「ハガキ」のおもてには、漓応募部門、滷題名（ふりがな）、澆郵
　　　　 便番号、潺住所、潸お名前（ふりがな）、澁電話番号、澀学校名
　　　　 （ふりがな）、潯学年をかいてください。１人何点でも応募できます。
募集部門：絵画部門・ＣＧ部門・アイディア部門
応 募 先：〒２３７-８６９１郵便事業株式会社田浦支店　私書箱第１号
　　　　 ＪＡＭＳＴＥＣ「海洋の夢コンテスト」係

●横浜研究所地球情報館　毎月第３土曜日開館
　横浜研究所では地球情報館（映像展示室、ギャラリー、図書館）を
毎月第３土曜日に開館し、公開セミナー等の特別企画を併設してい
ます。この機会にぜひご来館ください。
日　　時：平成２０年１２月２０日（土）１０：００～１７：００
・第９０回地球情報館公開セミナー（１３：３０～１５：００ 三好記念講堂）
タイトル：地球温暖化と寒冷圏
講 演 者：矢吹　裕伯（地球環境観測研究センター寒冷圏水循環グループ）
・実験教室（１０：３０～１１：００、１４：００～１４：３０）
・「地球シミュレータ」見学ツアー（１１：００～１１：３０、１５：３０～１６：００）
そのほか「相模湾鯨瞰図」、「掘れば出てくる、地球の秘密」の展示
も実施中です。

もう師走となります。当機構は、毎年１２月から１月にかけて、全国の小学生対象の「ハガキにかこう海洋の夢コンテスト」を開催しています。今年で１１回目を迎え
ますが、子どもならではの海の夢をハガキに描きご応募頂く物です。今回からは、絵画、ＣＧだけでなく夢の海洋機器や海からの環境保全へのアイディアなどを
絵や解説で応募頂く「アイディア部門」を新設し、より応募しやすいコンテストにバージョンアップしました。是非、周りの子供たちにご紹介をお願いいたします。

■ 編集後記

■ イベント開催報告

■ イベントのお知らせ

■ 受賞報告

（詳細はホームページhttp://www.jamstec.go.jp/をご覧下さい。）

受賞日 賞 受賞者 業　績

２００８．５

２００８．５

２００８．１０

２００８．９．２９

２００８．１１．２０

日本機械学会賞

日本機械学会賞

日本機械学会
熱工学部門賞

平成２０年度
日本気象協会岡田賞

日本気象学会２００８年度
山本・正野論文賞

地球シミュレータセンター
シミュレーション高度化研究開発プログラム
複雑性シミュレーション研究グループ 大西領研究員
地球シミュレータセンター
シミュレーション高度化研究開発プログラム
複雑性シミュレーション研究グループ 馬場 雄也研究員

同上

地球環境フロンティア研究センター
地球環境モデリング研究プログラム
野田彰プログラムディレクター
地球環境フロンティア研究センター
地球環境モデリング研究プログラム
次世代モデル開発グループ 三浦裕亮招聘研究員

乱流中での微小液滴の混合輸送および衝突成長機構の解明と
その数値モデリングの研究

等方性乱流における噴霧燃焼の群燃焼形態の研究

ガスおよび噴霧浮き上がり火炎における火炎片の特性

長年にわたり地球温暖化に関してIPCCの科学的評価活動及
び研究・啓蒙普及活動に寄与した功績

A Madden-Julian oscillation event realistically 
simulated by a global cloud-resolving model

●高知コアセンター１日公開
　当機構と高知大学が共同で運営している高知コアセンターの一日
公開を１１月２日に開催し、約９００名の方にご来場頂きました。最新の
研究成果や地球深部探査船「ちきゅう」の展示をはじめ、「コア保管
庫ツアー（マイナス２０℃体験）」や「地下の圧力実験」「地震のみなも
と地震断層をつくる実験」など、目で見てふれて科学を身近に楽しん
でいただけるイベントとなりました。（高知コア研究所）
●第４回むつ海洋・環境科学シンポジウム～若手研究者からのメッセージ～
　本シンポジウムは、むつ市内に拠点を置く３研究機関（海洋研究開
発機構・日本原子力研究開発機構・日本海洋振興財団）が開催し、海
洋科学を中心とする環境科学関連の最新の研究成果を報告しました。

当機構むつ研究所からは、佐々木建一研究員が、海洋循環の講演を
行いました。地元市民１６０名の参加があり、盛会の内に終了しました。
（むつ研究所）
●「みらい」小名浜一般公開
　１１月９日に福島県小名浜港にて、北極航海を終えた海洋地球研究
船「みらい」の一般公開が行われ、２，７４２名の方々にお越し頂きました。
船内で展示されていた北極海の生きたクリオネや写真が好評を博し
ていました。併設の記念講演会には１１８名の方にお越し頂き、北極海
の様子や地球温暖化の影響についての最新の動向に耳を傾けて頂
けました。（広報課）

大規模な地下構造探査に向け、海底地震計整備場が運用を開始

　当機構が中心となり、文部科学省から「東
海・東南海・南海地震の連動性評価研究」（平
成２０～２４年度）の委託を受け、今後発生が
危惧されている南海トラフ巨大地震（東海、
東南海、南海地震）の発生規模、連動間隔
等の高精度評価を目的とした研究を開始し
ています。
　本プロジェクトにおいて、日向灘から東
海までの海溝型地震発生域の地下構造を探
査するため、３１９台の海底地震計（ＯＢＳ）が
文部科学省から貸与されました。これらの
ＯＢＳは海上保安庁が大陸棚画定調査に使用

した後、文部科学省に移管されたものです。
　平成２０年度は、１２月に１６０台を日向灘に
設置し、構造探査を実施する予定です。当
機構がこれまでに一度の調査で使用した
ＯＢＳは１００台ほどで、１６０台を使う大規模
な調査は初めてです。
　これらのＯＢＳの運用と管理について入札
を行い、日本海洋事業株式会社が落札しま
した。新たに整備場を横浜市金沢区福浦に
確保し、９月に運用を開始しました。
（海洋工学センター・日本海洋事業株式会社／Ｗ）
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９月に運用を開始した整備場（横浜市金沢区福浦）
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